
家は砕け散った。
家のかけらは森に根付き、
森はからのハコを包む。
男はハコからソトを眺め、気づく。

これは、家と森とそこに住む男の物語。

家のかけらは星屑となる
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世
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光
が

ま
る
で
星
屑
の
よ
う
に
見
え
た

穴
を
覗
き
込
む
と

そ
こ
に
は
無
限
の
世
界
が
広
が
り

ゆ
っ
く
り
と
時
が
刻
ま
れ
て
い
た

ハ
コ
の
外
に
広
が
っ
て
い
る
生
活
を
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感
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感
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家
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か
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な
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家があります 内外を反転します 全体で家となります


